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令和８年給与所得者の扶養控除等（異動）申告情報の利用に関する同意書


[bookmark: _Hlk165989631][bookmark: _Hlk165989595]私は、「職員の障害に関する状況調査の実施における令和８年給与所得者の扶養控除等（異動）申告情報の利用」について、その利用目的等を確認し、令和８年給与所得者の扶養控除等（異動）申告において私が申告した障害者控除に係る情報提供を行うことに同意します。


	記入日
	令和　　年　　月　　日

	職員番号
	

	氏　名
	






【別紙】　　　　　　　　　
申告内容の利用目的

障害者雇用促進法により、すべての事業主は法定雇用率以上の割合で障害者を雇用することが定められており、毎年６月１日における障害者の雇用状況を都道府県労働局に報告する義務があります。したがって横浜市立大学においても、本学職員における障害者の雇用状況を神奈川労働局へ報告をする必要があります。
申告いただいた内容については、次のとおり利用させていただきます。


１　把握する必要がある内容
本学職員のうち障害者である職員の障害種別・程度別の人数
※報告は、障害種別、程度ごとの障害者の人数のみについて行い、個人を特定するような情報を報告することはありません。

２　把握した情報の取扱い
今回の調査はあくまで障害者雇用状況の報告のみを目的として行うものであり、職場環境や人事異動等に関する配慮の有無について把握するためのものではありません。配慮の有無の把握については、これまでどおり、必要に応じて人事考課や異動の面談等の機会を活用し、把握するものとします。
また、申告はあくまで任意のものであり、今回の申告があったこと又は申告しなかったことを理由として、本人に不利益な取扱いを行うことは一切ありません。

３　毎年度の利用
　　障害者の雇用状況の報告は、毎年度１回行わなければならないとされていることから、障害者雇用状況報告の業務の実施にあたり申告していただいた情報を、毎年度利用することとなりますので、あらかじめ御了承ください。
　　なお、申告していただいた情報を、本人の同意なく、障害者雇用状況報告以外の利用目的のために用いることは一切ありません。

４　情報の更新
　　今回の申告後に、障害等級に変更があった場合や障害者手帳を更新した場合等、申告内容に変更があった場合は、その旨を次年度の当該調査の際に、申告していただくようお願いいたします。
　　なお、申告内容に変更があると考えられるような場合に、障害者雇用状況の報告の実施に必要な範囲で、人事課から変更の有無について確認を行うことがありますので、あらかじめご了承ください。

